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はじめに
苫前町は北海道北部の日本海側に位置し，東西に

細長く広がる面積 455km2，人口約 3600 人の町で
ある．本町の東西方向の中心には古丹別川が流れ，
三毛別川とは海岸から約 5km 付近で合流し，日本
海へと向かう．市街地は西部の海岸やその近隣の丘
陵地帯に集中し，その他の平坦な場所には田畑が広
がる．町のほぼ３分の２にあたる中部から東部にか
けてはすべて国有林となり，谷や山地が続く．

これまで同町からはコテングコウモリ（有田，
2000）とヒナコウモリ（出羽・小菅，2001）の２
種が記録されているが，筆者らが知る限りコウモリ
に関する専門的な調査が実施されたことはなかっ
た．そこで，道北北部におけるコウモリ相解明の一
環としてかすみ網およびバットディテクター（以
下，BD）を用いた調査を 2011 年に実施し，本町
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Abstract. A distribution study of bats was carried out in Tomamae-cho, northern Hokkaido in September 

2011. Four species of bats: Rhinolophus ferrumequinum, Myotis ikonnikovi, M. macrodactylus and Murina 

ussuriensis were recorded. Among them, the first three species are newly recorded from Tomamae-cho. Of 

special note is the finding of R. ferrumequinum as the most northerly record for this species in Japan. On 

the other hand, the common species in northern Hokkaido (Myotis petax, M. frater, and Plecotus sacrimon︲

tis) were not found during our study. As well, 14 specimens of bat flies belonging to two genera of Nycte-

ribiidae were collected from two bat species; Basilia truncata was found on M. ikonnikovi, and Nycteribia 

pygmaea on M. macrodactylus.

のコウモリ相の解明を試みた．
調査の実施にあたり，コウモリの捕獲許可につい

ては環境省（環北地野許第 110428006 号）より許
可をいただいたほか，国有林内での調査については
留萌南部森林管理署に入林の便宜を図っていただい
た．同町のコウモリに関する情報については，苫前
町青少年研修センター「ななかまどの館」のスタッ
フの方々のほか，年代昭市さん（苫前町力昼）か
ら貴重な情報をいただくことができた．前田喜四
雄氏（京都府笠置町）には全体の校閲を，Ronald 
L. Felzer 氏（Merritt College, U.S.A）には英文校
閲をお願いした．ここにお名前等を記して心から
お礼を申し上げる．なお，本稿の学名については
Ohdachi et al. (2009) に基づいて表記を行った．

調査期間，調査地および調査方法
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調査は 2011 年 9 月 10 日から 9 月 15 日にかけ
て実施された．調査期間中，日中は糞の痕跡や樋門
やトンネル内などのねぐらの探索，および調査場所
の下見を行い，夜間はかすみ網による捕獲調査を実
施するとともに BD による周辺地域でのコウモリの
飛翔状況を調べることに努めた．かすみ網による捕
獲調査は図 1 に示す６か所で実施された．調査に
より捕獲されたコウモリは１部の標本個体を除き，
外部寄生虫の採取のほか，同定・計測作業を行った
後，すみやかに放獣された．また 25kHz の反応を
持つコウモリの存在を調べるために，捕獲調査終了
後，調査地から古丹別市街まで車でゆっくりと走
りながら，車の助手席の調査員が BD の反応を調べ
た．なお，ヒメホオヒゲコウモリとホオヒゲコウモ

リの識別については，Kondo & Sasaki （2005）に
基づいて行われた．

結果
【かすみ網による捕獲調査】

かすみ網を用いた捕獲調査における調査日，場
所・緯度経度，植生を表１に，捕獲されたコウモリ
の計測値等を表２に示し，その詳細は場所ごとに以
下に記す．

１．三渓「ヤマベノ沢」（2036 林班）（図 1-a）
苫前ダムの手前の林道であり，国有林のゲートか

らそれほど遠くない場所に，比較的大きな池が林道
脇に接する森林である．調査日はこれまでの雨によ

図１．調査地点．●；かすみ網による捕獲調査地点，▲；樋門調査地点，■；トンネル調査地点．BD 調査は各捕獲調査地点から古
丹別市街（h）までの車道上（白抜き線）において実施された（<1> 9/10: a-h， <2> 9/11: b-h，<3> 9/12: c-h, <4> 9/13: d-h, <5> 
9/14: e-h）．スケールは５km．
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年月日 場所 緯度経度 1) 主な植生 2)

2011.ix.10 三渓「ヤマベノ沢」
（2036 林 班 ）（ 図
1-a）

N44°10'03.9" 
E141°48'59.9"

ケヤマハンノキ *（胸高直径 20-30cm），クマイザサ *，オオイタドリ，オ
オウバユリ，ムカゴトラノオ，オノエヤナギ，ヨブスマソウ，ミヤマトウ
バナ，オオバコ，ヤマブドウ，イタヤカエデ，ハンゴンソウ，ミズ，オオ
ヨモギ．

2011.ix.11 奥古丹「二股幌林道」
（2129 林 班 ）（ 図
1-b）

N44°09'39.8" 
E141°59'45.3"

a：オノエヤナギ *，ケヤマハンノキ *，ハンゴンソウ *，クマイザサ *，ミ
ヤマトウバナ，オニシモツケ，アキタブキ，ウマノミツバ，エゾイラクサ，
ヒメジョン，アマチャヅル，キツリフネ，コウゾリナ，オオヨモギ，アブ
ラガヤ，ミゾホオズキ，ヒメムカシヨモギ．b-c：ケヤマハンノキ *（胸高
直径 15-20cm），クマイザサ *，ハンゴンソウ，エゾゴマナ，オノエヤナギ，
ミズナラ，ミヤマトウバナ，オニグルミ，イタヤカエデ，キツネノボタン，
エゾニュウ，イヌタデ，アマチャヅル，ムカゴイラクサ，ミズナラ，ヤマグワ，
ホオノキ，ヒメジョン，サラシナショウマ，アキノキリンソウ，ヤマブドウ．

2011.ix.12 東川「アナトロマナ
イ」（2058 林班）（図
1-c）

N44°13'01.1" 
E141°46'59.5"

ヤチダモ *（胸高直径 20-30cm），クマイザサ *，ミズヒキ，ミズ，アキタブキ，
ツリフネソウ，キツリフネ，ミヤマニガウリ，ミヤマトウバナ，ハンゴン
ソウ，オノエヤナギ，ウマノミツバ，ミツバ，オニグルミ，ホソバイラクサ，
オオイタドリ，ムカゴイラクサ，ヨブスマソウ，ケヤマハンノキ，オオバ
コ，ゲンノショウコ，オニシモツケ，ミゾソバ，エゾイラクサ，オオヨモギ，
ハルニレ，ヒメジョン，ヤマグワ，ツルアジサイ，エゾニワトコ，ツユクサ．

2011.ix.13 三渓「６線沢林道」（図
1-d）

N44°07'41.5" 
E141°47'48.3"

a：ケヤマハンノキ *，オノエヤナギ *，クマイザサ *，ミヤマニガウリ，ク
サフジ，オニシモツケ，オオイタドリ，ハンゴンソウ，ミズナラ，ヤチダモ，
ハルニレ（胸高直径 30-40cm），ウド，エゾゴマナ，ハリギリ，イタヤカエデ，
エゾイラクサ，キツリフネ．b-c：ケヤマハンノキ *（胸高直径 30cm），ク
マイザサ *，トドマツ *，ヨシ *，ヤマブドウ，ヤマグワ，エゾゴマナ，オ
ニグルミ，オオヨモギ，イヌタデ，オノエヤナギ，オオイタドリ，ヤチダモ，
エゾニワトコ，ハルニレ，ダケカンバ．

2011.ix.14 「古丹別トンネル」
（図 1-e）

N44°13'59.5" 
E141°42'07.2"

ハルニレ *，クマイザサ *，オニシモツケ，ヤマブドウ，ミゾソバ，アマチャ
ヅル，オノエヤナギ，アキタブキ，オオイタドリ，ケヤマハンノキ，アキ
ノキリンソウ，エゾゴマナ，ウド．

2011.ix.15 東 川「172 防 火 線 」
（2172 林 班 ）（ 図
1-f）

N44°14'25.0" 
E141°46'42.3"

イタヤカエデ *，クマイザサ *，オノエヤナギ，オヒョウ，クルマバソウ，
トドマツ，ミズナラ，ハリギリ，ヨブスマソウ，ウド，サラシナショウマ，
ヤマニガナ，エゾゴマナ，ハルニレ，ケヤマハンノキ，オオイタドリ，オ
ニグルミ，ヒメジョン，オオヨモギ，ミズ，イヌタデ，ホオノキ，オオバコ，
ヤマグワ，ミズキ．

1)　測地系 WGS84
2)　＊は優占種，アルファベットは網場の記号．

表１．捕獲調査日，場所および植生

り池があふれ，林道が冠水している状態であった．
ケヤマハンノキを主体とする広葉樹林にはハルニレ
と思われる大径木が１本林内に立ち，林床にはクマ
イザサが密生する．かすみ網は林道をふさぐように
２枚，冠水した林道に沿って１枚が設置された．調
査は 18:00 から 21:00 まで行われ，30-40kHz の
BD の反応が 10 数回あったものの，捕獲には至ら
なかった．気温は 13.1℃（19:07）であった．

２．奥古丹「二股幌林道」（2129 林班）（図 1-b）
苫前町の海岸部から最も離れた林道の１つであ

り，幌加内町との境界まで約 6km という地点であ
る．ケヤマハンノキやオノエヤナギなどが優占する

広葉樹林で，かすみ網は小さなダムの下流付近の川
（幅 4-5 ｍ）に接する河畔林内に１枚，林道上に２
枚が設置された．河畔林内および川では BD の反応
および捕獲はなく，林道上でコテングコウモリ１個
体，ヒメホオヒゲコウモリ３個体が捕獲された．調
査は 18:00 から 21:00 まで行われ，気温は 14.9℃
（19:33）であった．

３．東川「アナトロマナイ」（2058 林班）（図 1-c）
比較的大径木であるヤチダモが優占し，樹高も高

く，比較的明るい広葉樹林が続く．かすみ網は国有
林のゲート付近に１枚，川幅約４ｍにかけられた林
道の橋の下（幅４ｍ）に１枚，林道上に１枚がか
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けられた．調査は 18:00 から 20:40
まで行われたが，林道上では BD の
反応および捕獲個体はなく，河川で
は35kHzのBDの反応が２度あり，
コウモリが網の前で反転する姿が目
撃されたのみであった．捕獲された
３個体のコテングコウモリは，すべ
てゲート付近のかすみ網によるもの
である．気温は 15.9℃（19:33）で
あった．

４．三渓「６線沢林道」（図 1-d）
苫前町の南西部の山地にあたり，

1915 年の三毛別の獣害事件の現場
に近い場所である．ケヤマハンノキ
などにトドマツが混じる混交林が続
き，林道付近を幅３ｍほどの川が沿
う．かすみ網は林道上に２枚とウエ
ンナイ沢と六線沢が合流する橋の下
に１枚が設置された．調査は 18:00
から 21:00 まで行われ，林道上で
は３個体のコテングコウモリ，橋の
下では５個体のモモジロコウモリが
捕獲された．気温は 16.4℃（19:31）
であった．

５．「古丹別トンネル」（図 1-e）
1987 年に廃線となった国鉄羽幌

線のトンネルの１つであり，力昼側
出口はオニシモツケ，アキタブキ，
オオヨモギなどの高茎草本が狭い
谷に広がる．古丹別側出口はトンネ
ル脇から流れ出る小さな流れが砂利
の堆積をもたらしたことにより，比
較的広い開放空間が出口付近に広が
り，その先は狭い谷に迫る広葉樹林
が続く．トンネルの総延長は約 660
ｍである．かすみ網はトンネルの両
方の出口を塞ぐとともに，古丹別側
の開放空間部に１枚が設置された．
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表３．キクガシラコウモリの計測値
標本番号 RTMM261
前腕長 58.2
下腿長 25.0
後足長（爪なし） 11.0
後足長（爪あり） 12.0
体重 23.8
耳長 25.0
犬歯後頭骨長 22.9
上顎歯列長（犬歯〜臼歯） 7.9
吻幅 6.3
頬骨弓幅 11.9
臼歯間幅 8.3
乳様突起間幅 7.5
脳函幅 9.5
脳函高 9.4
下顎全長 15.8
下顎歯列長（切歯〜臼歯） 9.5
単位は mm, g

力昼側出口では２頭のキクガシラコウモリが，古丹
別側出口の開放空間からは４頭のヒメホオヒゲコウ
モリと１頭のコテングコウモリが捕獲された．調査
は 17:30 から 20:00 まで実施され，気温は西側出
口で 15.8℃（18:52），西側出口からトンネル内に
およそ 25 ｍほど入った場所で 15.9℃（19:18）で
あった．

６．東川「172 防火線」（2172 林班）（図 1-f）
国道 239 号線脇から山の斜面に沿って作られた

幅約３ｍほどの林道で，イタヤカエデなどの広葉樹
が優占するほか，トドマツなども見られる森林で
ある．かすみ網は林道上に３枚設置され，18:00 か
ら調査を開始した．調査中も時々雨が降る天候で
あったが，19:38 にはかすみ網に水滴がつくほどの
継続的な降雨となったため，19:50 には調査を中止
した．国道 239 号線の調査地入口付近で 18:57 に
50kHz の BD の反応があったのみで，捕獲もなかっ
た．気温は 20.2℃（19:33）であった．

【トンネルおよび樋門調査】
調査したトンネルは，力昼の国道 232 号線沿い

に確認される「第一力昼トンネル」と，捕獲調査を
実施した「古丹別トンネル」の２か所である．
「力昼第一トンネル」（図１g）は留萌側の出口が

40-50cm の金属製格子枠で閉鎖されていたため，

コウモリの利用の確認はできなかった．この格子の
大きさは小型種であればおそらくトンネル内との行
き来は可能と思われるが，トンネルが短く直線的で
あるため，日差しが差し込むことでトンネル内は比
較的明るく照らされる部分もあり，コウモリがねぐ
らとして利用している可能性は少ないと思われた．
「古丹別トンネル」（図１e）については，９月 14

日の日中に踏査を行った．トンネル内部は比較的湿
度が高く，古丹別側出口付近ではおよそ 30cm ほ
どの浸水が 15m ほど続く．本トンネルには，南東
側の側面に高さ約２ｍ，奥行き約 50cm のトンネ
ル型の小さな横穴が 16 個並ぶ．調査では，力昼側
出口付近の最初の横穴の天井部分に懸垂する中型の
コウモリ１個体を発見した．BD の反応ではキクガ
シラコウモリ属独特の反応を聞くことができ，コウ
モリの大きさから判断して，キクガシラコウモリで
あることが推測された．踏査を進めた結果，別々に
飛翔するキクガシラコウモリと思われる３個体の姿
を確認することができたほか，茶褐色に変化してい
るものから比較的湿った状態で黒色を呈する糞の堆
積がいくつかの横穴に見られた．糞の堆積は多くの
個体が長期間その場所を継続的に利用しているほど
の量はなかった．

古丹別川の下流部分では数多くの樋門や樋管など
が設置されている．これらをコウモリがねぐらとし
て利用することも考えられたため，９月 15 日に以
下に示す 11 か所（図１の▲）を調査したが，コウ
モリの姿は確認できなかった．
・第３修栄橋下流排水樋門
・金刀比羅橋下流排水樋門
・第１修栄橋下流樋門
・長島４号樋管
・長島３号樋管
・長島排水樋門
・北長島樋門
・伊藤樋門
・鈴木樋管
・太田樋管
・平野樋管
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【BD による 25kHz における反応調査】
車輌で走行しながら，25kHz を中心とした BD

の反応の有無を Mini-3（Ultra Sound Advice 社）
を用いて調べた．調査は 9/10 から 9/15 までの各
捕獲調査場所から捕獲調査終了後に古丹別市街まで
の車道上で実施された（<1> 9/10: a-h， <2> 9/11: 
b-h，<3> 9/12: c-h, <4> 9/13: d-h, <5> 9/14: 
e-h）．本調査では，いずれのルートでも反応を得る
ことはできなかった．

【外部寄生虫調査】
捕獲したコウモリ類の体表を肉眼的に精査し，外

部寄生虫の採集を行ったところ，ヒメホオヒゲコウ
モリの２個体からは Basilia truncata が，モモジロ
コウモリからは Nycteribia pygamaea のクモバエ
科に属する双翅目が得られた．このうちヒメホオヒ
ゲコウモリの１個体からは８♂４♀合計 12 個体の
B. truncata の寄生が同時に見られた．

考察
本調査によって，苫前町よりキクガシラコウモ

リ，ヒメホオヒゲコウモリ，モモジロコウモリ，コ
テングコウモリの４種のコウモリの生息が確認され
た．このうちコテングコウモリを除く３種は同町か
らは初めての記録となり，出羽・小菅（2001）に
よるヒナコウモリを含め合計５種のコウモリが苫前
町から記録されたこととなる．

キクガシラコウモリはこれまで国内では北海道増
毛町の義経洞窟が最北の記録となっていたが（前
田，1986；Yoshiyuki, 2003），本調査によりその
分布はさらに北部まで及んでいることが初めて明ら
かにされた．生息が確認された場所には糞の長期間
にわたる堆積はなく，繁殖コロニーとしては利用さ
れてないと考えられた．本種はヨーロッパにおける
標識調査によると，遠距離移動の例外はあるものの
定住性が強く，夏と冬の季節的移動は 10-60km と
されており（Hutterer et al., 2005），増毛町から
約 60km にあたるこの場所は増毛町の個体群との
関連性が想像された．なお，証拠として雄１個体の
標本（標本番号 RTMM261）が作成され，頭骨，

毛皮，および内臓標本は利尻町立博物館にて保管さ
れる．本個体の計測値は表３に示す通りである．

道北北部におけるモモジロコウモリの分布記録
は，枝幸町（佐藤・前田，1999），雄武町（佐藤
ほか，2009），中頓別町（佐藤ほか，2005），音威
子府村（佐藤ほか，2011），中川町（前田ほか，
2001；福井ほか，2007），美深町（佐藤ほか，
2008），幌加内町（佐藤ほか，2010），名寄市（前
田，2002），下川町（出羽・小菅，2001；出羽，
2002；出羽，2010），士別市（出羽ほか，2006：
出羽，2010），旭川市（出羽・小菅，2001：出羽，
2001；出羽，2002；出羽，2005），比布町（出羽・
小菅，2001：出羽，2001；出羽，2002），当麻町
（出羽・小菅，2001：出羽，2001）の 13 の市町
村に及ぶが，離島や日本海に面する市町村からは分
布が確認されたことはなかった．これは，おそらく
モモジロコウモリが洞窟やトンネルなどを好んでね
ぐらとする習性によるものであり，そのようなねぐ
らとなる場所が道北の日本海側の市町村にほとんど
ないことが要因となっていると思われる．今回捕獲
された５頭には標識が装着されておらず，どこから
飛来した個体群なのかは不明であるが，枝幸町にお
けるモモジロコウモリの標識調査によれば，季節的
な移動を除き，短期間に最も移動した距離が一日約
15km 程度であることを考えると（佐藤，未発表），
捕獲現場の近くや距離的に近い小平町内などにねぐ
らを持つ可能性が高いと思われた．しかし，この季
節はモモジロコウモリが夏のねぐらから越冬場所へ
移動する時期でもあり（佐藤ほか，2010），移動中
の個体が短期的に同町に滞在していた可能性も考え
られた．今後，周辺地域の調査や標識調査などか
ら，更なる情報が集まることに期待したい．なお，
音威子府では繁殖地から移動中と思われるモモジロ
コウモリが樋門から発見されているが（佐藤ほか，
2011），苫前町では樋門にコウモリの姿を確認する
ことはできなかった．

捕獲調査において，コテングコウモリのメス乳房
には授乳の痕跡が見られたほか，ヒメホオヒゲコウ
モリおよびモモジロコウモリでは幼獣とみられる個
体が確認されたことから，これら３種は同町，また
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はその近隣で繁殖が行われていた可能性がある．一
方，キクガシラコウモリについては同町におけるね
ぐら利用については上述の通り不明な点が多く，少
なくとも多くの個体が長期間利用している痕跡は
確認できなかった．出羽・小菅（2001）によって
報告された苫前町におけるヒナコウモリの拾得日
は 1985 年 11 月 12 日であり，おそらく越冬洞へ
の移動分散個体と考えられ，本種についても苫前町
内にねぐらを持つ可能性は少ないと思われた．この
ことは BD による調査で，ヒナコウモリも含まれる
25kHz 周辺の BD による反応が全く得られなかっ
たことからも支持される．

苫前町周辺のコウモリ相としては，幌加内町にて
ドーベントンコウモリ，カグヤコウモリ，チチブコ
ウモリ，ウサギコウモリ，テングコウモリが確認さ
れているほか，25kHz 周辺の BD の反応を持つ不
明種の存在も指摘されている（佐藤ほか，2010）．
このうち，ドーベントンコウモリ，カグヤコウモリ，
ウサギコウモリは道北地域では比較的多くの記録が
あるため，今回の調査でたまたま捕獲がされなかっ
た可能性がある．その一方で，上記３種の道北地域
におけるこれまでの記録による分布図（道北コウモ
リ研究センター，2011）を比較すると（図２），天
塩町または遠別町以南の日本海側に面する市町村に
これらの種の記録がないという共通点がみられる．

これがこれらの地域の特徴といえるかどうかは，さ
らに日本海側の市町村やその内陸部にあたるコウモ
リ相をより詳細に解明していく必要があり，道北地
域のコウモリ相についての今後の大きな課題の一つ
と思われた．
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